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1．目的

　放射線 の 飛跡を可視化する教材 で ある霧箱は、非

常に効果的で あ り、取扱い も簡単なもの が多い
。 そ

の反面、使用する冷却材が 入手困難で ある こ と、保

管が難しい こ となどが問題点で あっ た。

　以前 ドライア イ ス を使用 しない 霧箱の
一

つ として、

保冷剤を使用 した霧箱を提案した。今回 は、改良さ

れた簡易コ ール ドプ レートと、β線を観察 で きる霧

箱にっ い て述べ る。

2．保冷剤を用いた霧箱

　拡散型霧箱におい て 、霧箱の 上部と底部 で温度差

を保っ こ とは 非常に大切 で ある。現在市販され て い

る簡易霧箱、底部を ドライ アイ ス で 冷却 して い る。

本霧箱は ドライア イ ス の 代わ りに保冷剤 （ラ ッ クス

トン　フ ロ
ーズ ン シ

ー
ト
ー18℃ 且

りを用い た コ ール ド

プ レ
ートを使用 し、霧箱の 底部を

一15℃程度に保つ 。

また、上部にお湯を入れ温 め る こ とで 、ドライアイ

ス 使用時と同様に温度勾配を作 り出す。

　ス チ ロ
ー

ル 製 の プラス チ ッ ク コ
ッ プを 2 つ 底合わ

せ に し、片方 の コ ッ プ の 底 に フ ェ ル トを取り付ける 。

上部の コ ップはお湯を用 い て霧箱上部を保温するた

めに使用 し、下側の コ ッ プは、霧箱 の 観察槽と して

用い る 。
こ の 霧箱 と コ

ー
ル ドプ レ

ー
トを用 い て 、簡

単に α 線を観察するこ とが 出来 る。β線を観察す る

場合は フ ェ ル トの数を増や し、
エ タノ

ー
ル を多量に

含ませるこ とで観察す るこ とが できる 。 霧箱の 断面

図 と、実際に観察された飛跡を図 1に示す。

3．簡易型コ
ー

ル ドプレ
ー ト

　霧箱を冷却ずる際に、儡 令剤を用 い て作製したコ

ー
ル ドプ レ

ー
トを用 い る。 保冷剤をアル ミ製の ケ

ー

ス に入れて 冷凍した もの で ある が、保冷剤 の 凍結状

況を確認するこ とがで きるよう、アル ミ板と保冷剤

の みで さらなる コ
ー

ル ドプ レ
ー

トの 簡略化を行っ た。

1．5  厚 の アル ミニ ウム板 2枚噺 鈴 斉1を挟み、両

端をダブル ク リソ プで 固定する。ダブル ク リッ プの

持ち手部分は、幅を狭め る こ とで 簡単に取り外す こ

とがで きる。 簡易型 コ
ー

ル ドプ レ ー
トを図 2 に示す。

簡易型 コ ール ドプ レ
ー

トは、室温 24℃で 30分以上、
− 15℃ 以下を保つ こ とがで きる。

　　　　 図 2 簡易型 コ
ー

ル ドプ レ
ー

ト

4．まとめ

　簡易 コ
ー

ル ドプ レートを用い る こ とで、より簡単

に α 線 ・
β線の 飛跡が 観察で きるよ うに なっ た 。 霧

箱本体、そ して コ
ー

ル ドプ レ
ー

トは両方とも安価に

作製す る こ とがで きる 。 また、実験操作も簡便で 中

学生にも難なく操作で き るた め、理 科 の 授業実験に

お い て も比較的容易に導入するこ とが で きる と考え

られ る。

　本霧箱を用 い た中学校における授業実践につ い て

は、当 日報告する。
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1）株式会社ラ ッ クス トン http：〃www ．tsubeteejpノ

図 1 霧箱の 断面図と飛跡
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